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兵庫県におけるOlenecamptus属
カミキリムシ3種の分布について

（兵庫県産甲虫相資料・86）

高橋寿郎

Olenecamptus属のカミキリムシで現在兵庫県に分布

するのは3種である。そこで県下における3種の分布
についてながめて見ることにしたい。

本文を草するにあたりタカサゴシロカミキリについ

て色々便宜を与えて下さった三木進、小倉滋両氏
に厚く御礼申しあげる。

キリ編（1974） （図説は福岡県星野村産， 8，Ⅵ－19

64）では日本全土・対馬・朝鮮・中国北，中部・東シ

ベリヤとなっておI)現在この分布と考えられる。可成

り広く分布している種であるがそれ程多く産する種で

はなさそうである。お隣の岡山県でも少い種とされて

いる（岡山県の昆虫， 1978)。 朝鮮にも少い様で戦韓

国昆虫分布図鑑， 1978〃にも本種の産地は余l)記録さ
れていない。

兵庫県下に於ける本種の記録は山本義丸氏の氷上郡

神楽(lex.,13-Ⅵ-1951,M.Nakajimaleg.)のものが
一番古いと思われる（1958)， それから高橋匡氏に

よって出石郡出石町が記録された（12-Ⅶ-1961,19

63)。筆者は氷の山々麓福定の民宿の電燈に飛来した

13を採集（27-Ⅶ-1956）これを記録した（1964)。

氷の山ではその後辻氏（16-Ⅶ-1971, 1972)， 遊磨

氏（19， 21－Ⅶ-1971, 1972）の記録がある。小倉

氏も福定で採集しておられる（7－Ⅷ-1980)。

以上が現在筆者の知り得た兵庫県下での記録全部で

ある。最近鳥取県八頭郡尾際で貯木場周辺のクワの葉

裏にとまっている可成の個体が採集された記録がおる

（山地， 1979)。 県下でも他にもっと産地があるもの

と考えられる。食樹としてはトウグワ， クワが知られ

ている （小島圭三・岡部正明： 日本産カミキリムシ食

樹総覧， 1960)。

＄

1． OlenecamptusclarusPascoe

ムネホシシロカミキリ

本種はPascoeによって1859年北支那産でもって新

種記載されたものである(Trans・EntSoc・LOndon,
(2)V,P､44)。 その後名和梅吉氏が日本から記録してい

ると （昆虫世界,Vol 、13, NQ148:501, p1.24, f､2,19
09,擴，草間， 1973)。 この文献は見ることが出来な

かったので産地を何処何処掲げているのかわからない。
1928年に鹿野忠雄博士は台湾（新竹州大渓郡ピヤナン

産）から記録された(Trans.Nat.Hist.Soc.Formosa,

Vol.18, NQ95: 122)｡ 1933年には松下真幸博士が朝鮮

京城を産地に加えられた(Beit.Kennt.Ceramb・Jap.
Reichs.P. 352)。 そして1937年関公一氏は北海道

産の本種を図説された （昆虫界,Vol.5, N040: 1

－4）。 その際本州に分布するであろうとされている

が分布に本州，四国，九州は出ていない。 1940年には

平山修次郎氏が朝鮮京城産標本（21-Ⅶ-1938）を原
色図説されたが分布に本州，四国，朝鮮，台湾とされ

何故か北海道が入っていない（原色甲虫図譜, p1.48,
f. 20, p. 152)。同じ年(1940)の水戸野武夫氏の

職日本産鞘翅目分類目録,Pars、 8,天牛科〃での産

地でも本州，四国が入っていないし、 1946年の関公

一氏による新日本産天牛科目録にも本州，四国が入っ
ていない。

その後林匡夫博士の図鑑（原色日本昆虫図鑑，甲

虫編， 1955．図説されたのは朝鮮赴戦高原産Ⅶ-1940）
では日本全土とされ大林一夫氏の図説（原色昆虫大図

鑑，第2巻，甲虫編， 1963）の分布も同様である。草
間慶一博士の報文で対馬が加わった（日本産カミキリ

の生態と分布一覧表， 1973)。最近の図鑑，小島圭三

・林匡夫両博士著原色日本昆虫生態図鑑, I.カミ

2． OlenecamptuscretaceusBates

オオシロカミキリ

本種はBatesにより1873年新種記載されたものであ

る(Ann.Mag.Nat.Hist.,(4)m, p. 314, 1873)。そ

の原記載にはﾞOneexample〃とのみで産地に就いて

は何等明示されていない。 1973年の草間慶一博士の目

録には本種の模式標本は兵庫$〔英博？〕 となってい

る。尤も同博士の1971年発表された報文、ジョージ・

ルイスの足跡について〃 （月刊むし,NQ8, 9, 1971)

には13産地不明となっている（1959年の京浜昆虫同

好会．新しい昆虫採集，下．の蝋日本産カミキリ類生

態と採集一覧表〃にも原産地兵庫となっている)。

Batesの論文は、G.Lewisの採集品に基いて発表され
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f 、 1, p、 137, 1974．図示されたのは高知県名野
川産Ⅵ-1968,分布は本州，四国，九州，対馬）等々
があi)その間に1959年の、日本産カミキリ類の生態と

採集法一覧表, p.431" (新しい昆虫採集，下）に分
布は本州，四国，九州，対馬，朝鮮，中支那を掲げ亜
種intactaBreuningが日光で採集されているとある。
併し1973年の草間慶一博士の、日本産カミキリの生態

と分布一覧表' p､119" (新しい昆虫採集案内, 111)
には台湾に亜種がいるようになっていて本州での亜種

には言及されていないし、分布も朝鮮？中支那？には ‐：砂：

疑問をつけておられ、本州，冠島，四国，九州，対馬
となっている。本州は横浜，飛騨，近畿などと記され

ている。

以上から現在本種の分布は本州､冠島,四国,九州， f
対馬と考えられる。台湾には固有の亜種ssp.margina-
tusSchwarzer, 1925が分布している。一番北の記録 ’
としては群馬県多野郡新町〔8， 17－Ⅶ-1952，小倉 jf
住夫， 月刊むし, N03,1971) というのがあるが日光
産の亜種があるようだからこちらが北になると考えら
れる。

本種もそれ程多い種ではないと思われる。食樹はム

クノキ， クワが知られる(小島圭三・岡部正明,1960)。
一般には電燈に飛来するものが採集出来ると報告され

ているものが多い。

兵庫県下で実際に採集された一番古いのは小林桂助

氏の自宅のベランダで採集されたものである（1931年

7月採集。 きくりはむし,Vol. 7, NO1 : 14, 1979)。

たぎ記録ということになると関公一氏の1933年のも

のが一番古いことになる（住吉村？沢野芳介氏採集，

昆虫界,Vol. 1, NQ4 :425, 1933)。次いで同氏の
、京阪神を中心とした天牛相〃 （昆虫界,Vol.H1, NQ

18/19：369-378, 1935）にふくまれているがこちら

の方は場所が明示されていない。 1940年には筆者が六

甲山麓森本山で級友福永安郎君の採集(lex.,15-Ⅵ一

1940) した本種を記録した（昆虫世界,Vol.44,NO518

：318, 1940．学名は神谷，安立両氏の図鑑によった
ので命名者名をPascoeとしている。関氏の1933年の

報文もそのようになっている)｡再び関公一氏は1941

年に六甲山を記録された（昆虫界,Vol.9,NO89:453,

1941)。 その後柴内俊次，中畔史雄の両氏は住吉村と

御影で溝口宏二氏が採集（Ⅵ-1949）されていること

を報ぜられた （神戸虫便り， 札幌昆虫同好会々報，

Vol.11, NO1 :14, 1950)｡ 1972年には辻啓介氏が
湯浅浩史氏採集の神戸明泉寺（長田区）産の標本の図
説と共に同地では電燈に毎年数頭づつ飛来することを

報告されている（兵庫県のカミキリムシ， 月刊むし，

たものでその初めに、Mr・ Lewis collectionswere

madechieflyatNagasaki,OsakaandHiogo〃 とな
っているのでこの中のものであると思われる。尤も筆

者が戸沢信義氏から御借りしてコピーさせて頂いた
Batesの原記載は神戸に在住していたJohn,E.Lewis

の蔵書のようでペンでMaiyasanの書き込みがあるが之

が何を意味しているのか一寸わからない。

Batesが、 1884年に発表した日本の天牛の追加篇

(LongicornBeetlesofJapan.Additionschieflyfrom
thelaterCollectionsofMr.GeorgeLewis,andnotes

ontheSynomymy,Distribution,andHabitesofthe

previauslyknownSpecies.,Journ・Linn,London,Zool.
Xm:205-262, pl.1-11)にも何も言及されていな

いし同じく1879年Londonで発行された、日本産甲虫

目録〃 (ACatalogueofColeopterafromtheJapanese

Archipelago)にも産地は書いてない。 1887年発行の、
Schonfeldt．H. v・の℃atalogderColeop， Jap.〃で

はつきI)とHiogoとなっている。

1930年には横山桐郎博士の、原色日本の甲虫〃に美

しい本種を図説され本州に産するとされている(pl.6,

f､ 7, p. 45, 1930)｡ 1934年には神谷一男・安立網光
両氏の、原色甲虫図譜帆にも分布を本州として図説さ

れている (pl.36, f、 1, 1934)。 この2書は本種の命

名者名をPascoeと間違っている。その後1937年には

平山修次郎氏の図説（原色千種昆虫図譜, pl.72,f. 7,

p.161, 1937.,原色甲虫図譜, pl.42, f. 7, p､ 129,19
40．，図示されたのは福岡県太宰府産3,12-Ⅷ-1936）

で九州の分布が初めて記録された。水戸野武夫氏の蝋日

本産鞘翅目分類目録, Pars、 8,天牛科, p. 150,

1940〃では分布は日本（本州・四国), 朝鮮・中支那

となっている。こ、で初めて分布に朝鮮・中支那が入

っている。そして九州が入っていない。また同氏によ

る、日本昆虫図鑑, 3, p. 1241, f . 3575, 1950"

の図説もある （分布は前記目録と同様)。 1946年の関

公一氏の噺日本産天牛科目録, p. 86" (分布は水

戸野氏と同じ）にも収録されている。

戦後は林匡夫博士の図説（原色日本昆虫図鑑,上，

甲虫編， p、 55, f . 1204, p. 173, 1955, また亜
種ssp. intactaBreuningが日光から報告されていると

あり分布は本州，四国，九州，朝鮮，中支東部となっ

ている。図示されたのは大阪市田辺産，Ⅷ-1940),

大林一夫氏の図説（原色昆虫大図鑑，第2巻,甲虫編，

pl． 153, f . 7, p、 306, 1963. 分布は本州，
四国，九州，支那となっておりm. intactaBreuning

があるとされている)。 小島圭三，林匡夫両博士の

図説（原色日本昆虫生態図鑑, I .カミキリ編,pl.44,

ｉ
１
１

－2－



てんとうむし62 1980． No.6

No10: 17, 1972)。 芳賀馨氏は神大付中校庭産の

lex.を写真で記録しておられる (14-Ⅷ-1973,芳賀，

1975, 1977兆

筆者はまた神戸生物クラブの鑑定会の席上神戸市の

小学生（山本勝也君）が中央市場で採集したと言う美

しい標本を持参されたのを検した（1－Ⅵ-1974,採

集)。 三木進氏は1979年8月23日1早を神戸市内北

野天満宮境内で採集されている （きくりはむし, Vol.

7, No2: 30, 1979)。

以上が本種の兵庫県の今迄の記録で不思議なことに

神戸市内だけが知られていて他の地に全く記録がない

という現象を呈していた。 ところが小倉滋氏はこの

種を美方郡浜坂で採集された（13， 30－Ⅶ 1978入

非常に離れた地点での採集でこれまた大変貴重な記録

であると共に本極の県下の分布に新しい課題を提供し

てくれた情報である。尚氏は食樹の1つにネムではな

いかと疑問をなげられているのも本種の生態解明上の

手がかりになると思われる （きくl)はむし, Vol、 7,

No1:20, 1979)。

1942)。

戦後いち早く関公一氏は珊新日本産天牛科目録"を

自刊された。当然タカサゴシロカミキリ0. formosanus,

日本（九州？，屋久島？ ）。 琉球（徳之島)， 台湾，

本土唖種ssp. hondoensisSeki , 日本(本州，九州？ ）

に分けて取扱っておられる。 この本土亜種としての取

扱は中村慎吾氏が一度使用されている （ニュー・エン

トモロジスト, Vol.W, No1/2 : 38-44, 1955)。

1955年発行された近畿甲虫同好会編（カミキリム

シ担当、林匡夫博士)帆原色日本昆虫図鑑， 甲虫編，

全増補改訂版(p1. 55, f . 1207, P. 173)〃 におい

て初めて本種の学名を大陸産の0. octopustulatus

MotsChulSky (inSChrencke, Reisen inAmurlgade,
II , Coleop.,P、 152, pl. X, fig、 3, 1860, Amur

､Ibidimorphum")の亜種としての取扱をされた。 こ

の学名の使用はその後本種の生態関係の報文には使用

されており草間慶一博士の報文もその様に取扱ってお

られる （新しい昆虫採集案内, 111, 1973)。

1963年に発行されたい原色昆虫大図鑑第2巻（甲

虫編)〃 で大林一夫氏はO・ formosanusと別に0. octop-
ustulatus.Motschulskyシロモンホソカミキリを図示さ

れ分布に本州， 九州，樺太，朝鮮，満州，北支那，蒙

古， 東シベリヤを掲げておられる （大林氏は樺太小沼

産のもので図説もされている。虫の世界, Vol.4, No.
1/2, p1. 3, f. 4, p. 6-7, 1941)。

1974年の小島圭三・林匡夫博士の蝋原色日本昆虫

生態図鑑(1), カミキリ編〃 (p1.44, f. 4, p. 137)

並びに1975年い学研中高生図鑑，昆虫, 11, II1虫"(p.
136,303)(竹中英雄氏拙当)では従来通り0. formosanus

Picを使用されている。

大林氏が図説された0. octopustulatus と1978年の

、韓国昆虫分布図〃に図説されたもの、小島・林両博

士の図説された広烏県帝釈峡産旱 （Ⅵ-1962)(1974)，

1976年発行の松本むしの会編帆長野県のカミキリムシ〃

(P. 200)の写真、 1979年湯沢宣久氏の報文（月刊む

し,M102 : 38)の写真等を見た場合斑紋だけからは

別種のような感じを受けるが標本を見られないのでよ

くわからない。本報文では小島・林両博士の処置に従

っておく。

長野県産のものはズミから採集されている。

O. formosanusの方はノグルミ。サワグルミ， ウリハ
○

ダカエテ等が食樹として知られている。

さて本橦の兵庫県における分布であるが、戦前は筆

者がその後烏原で28， 2¥を採集した。烏原は戦後
採集出来ていない。戦前あったノグルミが伐られたか

らだと思う。戦後も兵庫県下での産は必ずしも多くな

L

3. Olemocamptus formosanusPic

タカサゴシロカミキリ

本種はPicが、 1914年台湾産で記載された種である

(Mat.Longic.Vol.X, No1: 19)｡ 1934年に神谷一

男・安立網光両氏は台湾産を図説された（原色甲虫図

:f, p1.42, f . 4)。 関公一氏は本州から初めての

記録を須磨一の谷産(lex.,5－Ⅷ-1932)でされた（昆

虫界, Vol. 7, No64: 307-310, 1939)。 その時小林

桂助氏が大阪でも採集していると記しておられるが詳

しいデータは無い。その年筆者は神戸市兵庫区烏原貯

水池畔で室井緯博士と一緒に採集に行った際18(20

－Ⅶ-1939） を得報告した（昆虫界, Vol.7, No.70 :

787, 1939)。 また同年増田寛氏も高取山での産を

報ぜられた(2exS.,12-Ⅷ-1939) (虫の世界, Vol.

111, No5/6 : 94, 1939)｡ 1940年発行された水戸野武夫

氏若の歌日本産靹翅目分猟目録, Pars、 8,天牛科〃

では本種の分布は台湾，琉球（徳之島)。 日本（屋久

島） となっていて本j||､|での産は記録しておられない。

同じ年平山修次郎氏は異常剛として広島県尾道産（Ⅵ

-1936） を原色で図説された（原色甲虫図譜, p1.48,

f . 24, P. 153, 1940)。

1941年には関公一氏が前に本ｸ‘|､lから初めて記録さ

れた須磨産の13をタイプ．として本ﾘ’|､|頓種ssp. hon-

doensisSekiを記載された（昆虫界, Vol．Ⅸ, No.89 :

453)。その当時広島県尾道では可成|）多く産すること

が報告された（大林一夫，昆虫世界,Vol.46 :79-80,

《
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